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生徒の声を取材！ -生徒会広報委員会-

９月３日（土）に銀麗祭体育の部を開催しました。台風の接近に伴い、プログラムを短
縮する運びとなりましたが、生徒達の団結とパワー溢れる姿に天候も味方をしてくれたよ
うでした。今年は安全面への配慮から“棒倒し”と“騎馬戦”がなくなり、新たに団技種
目として「ONE FOR ALL，ALL FOR ONE（30人31脚）」と「シンクロ・ジャンプ
（大縄跳び）」が加わりました。生徒達も初めての試みでしたが、気合い十分に非常に盛
り上がっていました。総合優勝は青団、応援賞は赤団という結果でしたが、一人一人が全
力で精一杯の力を出し切って作り上げてくれた素晴らしい体育祭となりました。

◆「夏休みの出来事」についてインタビュー
【部活動】
３Ｃ牟田くんは、ラグビー合宿や他県チームとの練習試合に参加しまし

た。太陽の日差しが強く暑さに苦しんだので、体力をつけたいと話してい
ました。（２Ｃ久米田）
２Ａ岩本くんは、吹奏楽でチューバを担当しています。夏の吹奏楽コン

クール出場に向けて、他校に負けないよう練習に取り組んだ夏だったそう
です。（２Ａ岡）
【資格取得】
２Ａの岡林くんは、機械保全の資格に向けて７月の後半から２週間、講

習を受けました。これからも多くの資格を取得したいと話しています。
（１Ａ吉岡）
【就職活動】
３Ｂ住吉くんは、企業見学に行ってきました。「今回改めて、この企業

に入りたいという気持ちが強くなった。就職試験に向けて頑張りたい」と
語りました。（Ｂ広報）
【ボランティア】
２Ｆ柴田さんと橋口さんは、７月に開催された「えれこっちゃみやざ

き」のステージＭＣボランティアに参加しました。活動は、出演チームの
紹介、演技の間のフリートークや食レポなどのアナウンスで、上手く進行
できた時は達成感を味わうことができ、楽しかったそうです。ステージ裏
のスタッフ・出演者の様子を間近に見ることができたのも大きな収穫で、
準備から片付けまでイベント運営の全てを見る貴重な体験をしました。今
回のボランティアを経験して、橋口さんは「人前で話すことが上手くなっ
た。ぜひ生徒会に立候補したい。」柴田さんは「演劇部活動や面接に活か
したい」と活き活きとした表情で話していました。（広報委員）
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